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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 23,590 △2.6 4,528 58.3 2,357 36.4

2021年３月期第３四半期 24,207 7.7 2,860 △16.7 1,728 △22.6

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 714百万円（△88.8％） 2021年３月期第３四半期 6,346百万円（3.5％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 108.36 107.76

2021年３月期第３四半期 79.63 79.11

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 2,356,558 110,530 4.6

2021年３月期 2,107,003 110,691 5.2

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 110,312百万円 2021年３月期 110,392百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 20.00 － 20.00 40.00

2022年３月期 － 20.00 －

2022年３月期（予想） 20.00 40.00

（％表示は、対前期増減率）

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,800 4.6 1,900 △18.6 87.35

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 21,780,058株 2021年３月期 21,745,958株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 4,800株 2021年３月期 30,473株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 21,759,266株 2021年３月期３Ｑ 21,703,680株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：有

④ 修正再表示 ：無

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（会計上の見積りの変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和

される中、企業収益や個人消費が持ち直しの動きとなりました。

当地区におきましても、新型コロナウイルス感染症のサプライチェーンへの影響や半導体不足の影響の改善によ

り、輸出や生産が増加基調となるなど持ち直しの動きとなりました。

金融情勢につきましては、企業等の資金繰り支援と金融市場の安定を維持するため、日本銀行が長短金利操作付

き量的・質的金融緩和の継続など金融緩和を強化しており、長期金利はプラス0.00％～プラス0.12％の範囲で推移

しました。また、翌日物金利は、マイナス0.06％～0.00％の範囲で推移しました。

このような経済金融情勢の下、当第３四半期連結累計期間の当行グループの連結経営成績は次のとおりとなりま

した。

経常収益は、貸出金利息や役務取引等収益など本業収益は増加したものの、有価証券利息配当金と国債等債券売

却益の減少などにより、前年同期比６億17百万円減少の235億90百万円となりました。

経常費用は、当中間期から導入した将来予測モデル(フォワードルッキング手法)により貸倒引当金繰入額は増加

したものの、物件費を主体とした経費削減と国債等債券売却損の減少などにより、前年同期比22億85百万円減少の

190億61百万円となりました。

その結果、経常利益は前年同期比16億68百万円増加の45億28百万円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、希望退職制度の実施による割増退職金や店舗再編に伴う減損損失などの

特別損失を計上したものの、前年同期比６億29百万円増加し、23億57百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産の部では、貸出金は、前年度末比124億円減少し、１兆5,234億円となりました。これは、新型コロナウイル

ス感染症による影響を受けたお客さまへの資金面での支援は続いたものの、資金需要の最も高まる年度末と比較し

て、期中において返済等が進んだことによるものです。また有価証券は、国内債券や株式などの減少により、前年

度末比50億円減少の4,257億円となりました。

負債の部では、預金は、前年度末比209億円減少の１兆8,704億円となりました。また、お客さまへの新たな資金

面での支援に備え、日本銀行から新型コロナウイルス感染症対応金融支援特別オペレーションによる資金調達を行

った結果、借入金は前年度末比1,652億円増加の2,215億円となりました。

純資産の部は、前年度末比１億円減少の1,105億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期通期の連結業績予想につきましては、2021年11月11日に公表の数値から変更ありません。

（４）当行と株式会社愛知銀行の経営統合に関する基本合意について

当行と、株式会社愛知銀行（当行と併せ「両行」といいます。）は、2021年12月10日に開催した両行の取締役会

の決議に基づき、同日、2022年10月３日を目処として共同株式移転により持株会社を設立し、両行が持株会社の完

全子会社となることにより、経営統合を行うことに向け協議・検討を進めていくことについて、基本合意書を締結

いたしました。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財またはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 令和元年７月４日。以下、「時価算定会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 令和元年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会

計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当第３四半期連結累

計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

当行では、正常先およびその他の要注意先に対する債権に関する一般貸倒引当金は、今後１年間の予想損失額を

見込んで計上しており、予想損失額は１年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間における平均値

に基づき損失率を求め、これに将来見込み等必要な修正を行うこととしております。

将来見込み等に基づく予想損失率の修正方法について、中間連結会計期間末においてマクロ経済指標の予想を反

映する方法が可能になったことから当該方法を採用しております。

具体的には、貸倒の発生確率と相関性の高いマクロ経済指標の将来予測を行い、マクロ経済指標と貸倒実績との

相関性から算出した関数を利用してマクロ経済指標の予測値より予想損失率を求めております。

そのうえで、当該予想損失率と過去の一定期間における貸倒実績率とを比較考量し、必要があればそれぞれに基

づき算定された金額の差額を予想損失額に反映しております。

当第３四半期連結会計期間末においても、マクロ経済指標の将来予測に基づいた修正を行っており、当該修正に

より当第３四半期連結会計期間末の貸倒引当金は2,009百万円増加し、当第３四半期連結累計期間の経常利益およ

び税金等調整前四半期純利益は2,009百万円減少しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大に伴う経済への影響につきましては、融資先の財務内容が

想定よりも悪化していたことに加え、今後、新型コロナウイルス感染症対応融資の返済が始まること、変異株に

よる感染が再拡大している状況にあること、政府や自治体の経済対策が縮小していく可能性があることを考慮し

た結果、新型コロナウイルス感染症による経済への影響は、当行の融資先の財務内容に一定程度影響があると仮

定しております。こうした仮定のもと、当該影響から予想される損失に備えるため、新型コロナウイルス感染症

の影響により業績悪化が生じている債務者に関しては、その債務者区分は、足許の業績悪化の状況を踏まえ判定

し、個別に貸倒引当金を計上しております。また、一般貸倒引当金算定における予想損失率に関しては、当該仮

定を前提としたマクロ経済指標の予測に基づいて修正を行っております。

当第３四半期連結会計期間末における貸倒引当金計上額は、現時点での最善の見積りであるものの、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を含む貸倒引当金の見積りに係る様々な仮定は不確実性が高く、債務者を取り巻く経済

環境や、債務者の経営状況等が変化した場合には、翌連結会計年度の連結財務諸表において貸倒引当金は増減す

る可能性があります。

なお、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響に関する仮定につきましては、当第３四半期連結会計期

間における重要な変更はありません。
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